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〇
国
土
交
通
省
令
第
三
十
六
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第

六
条
第
一
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
第
八
十
七
条

の
二
及
び
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
基
準
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
五
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

冬
柴

鐵
三

建
築
基
準
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

建
築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第

四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
第
一
項
中
第
十
二
号
を
第
十
四
号
と
し
、

同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

建
築
設
備
の
材
料
、位
置
又
は
能
力
の
変
更（
性

能
が
低
下
す
る
材
料
の
変
更
及
び
能
力
が
減
少
す
る

変
更
を
除
く
。）

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
一
号

厚
生
労
働
省
設
置
法（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）

第
二
十
二
条
第
二
項
及
び
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
五
月
二
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

Å
添

要
一

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令

第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
四
京
都
の
款
京
都
上
の
項
位
置
の
欄
中
「
右
京

区
」
を
「
中
京
区
」
に
改
め
、
別
表
第
五
兵
庫
の
款
姫
路

の
項
管
轄
区
域
の
欄
中「
及
び
姫
路
南
公
共
職
業
安
定
所
」

を
削
り
、「
神
崎
郡
」
の
下
に
「
、
揖
保
郡
」
を
加
え
、
同

款
龍
野
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中「（
姫
路
南
公
共
職
業
安
定

所
の
管
轄
区
域
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
款
姫
路
南
の
項

を
削
る
。附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
六
月
二
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
申
請
、
処
分
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し

く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職

の
申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安

定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
っ
た
処
分
等
は
、
こ
の
省

令
に
よ
る
改
正
後
の
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
規
定
に

よ
り
当
該
事
務
を
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
た
公
共
職
業

安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
、
又
は
そ

の
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
っ
た
も
の

と
み
な
す
。

〔
省

令
〕

〇
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
厚
生
労
働
一
一
一
）

J

〇
建
築
基
準
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
国
土
交
通
三
六
）

〔
訓

令
〕

〇
内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す

る
訓
令
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

（
内
閣
府
一
七
）

K

〔
告

示
〕

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
法
務
二
七
九
）

K

〇
核
に
よ
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
行
為
の
防
止
に

関
す
る
国
際
条
約
の
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

に
よ
る
批
准
等
に
関
す
る
件

（
外
務
二
九
六
）

L

〇
た
ば
こ
の
規
制
に
関
す
る
世
界
保
健
機
関

枠
組
条
約
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
共
和
国
に
よ
る

批
准
等
に
関
す
る
件
（
同
二
九
七
）

〇
ア
ジ
ア
ハ
イ
ウ
ェ
イ
道
路
網
に
関
す
る
政

府
間
協
定
の
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
に

よ
る
批
准
に
関
す
る
件
（
同
二
九
八
）

〇
生
物
の
多
様
性
に
関
す
る
条
約
の
バ
イ
オ

セ
ー
フ
テ
ィ
に
関
す
る
カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定

書
へ
の
ス
リ
ナ
ム
共
和
国
の
加
入
に
関
す

る
件
（
同
二
九
九
）

〇
残
留
性
有
機
汚
染
物
質
に
関
す
る
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
条
約
の
パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ

ム
共
和
国
に
よ
る
批
准
に
関
す
る
件

（
同
三
〇
〇
）

L

〇
平
成
二
十
年
産
あ
へ
ん
の
納
付
期
限
を
定

め
た
件
（
厚
生
労
働
三
一
六
）

M

〇
中
小
企
業
支
援
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
中
小
企
業
診
断
士
を
登
録
し

た
件
（
経
済
産
業
一
一
三
）

〇
中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に

関
す
る
規
則
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
登
録
簿
の
変
更
を
し
た
件

（
同
一
一
四
）

N

〇
中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に

関
す
る
規
則
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
登
録
の
消
除
を
し
た
件

（
同
一
一
五
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
国
土
交
通
六
七
〇
、
六
七
一
）

P

〇
平
成
六
年
建
設
省
告
示
第
千
五
百
二
十
二

号
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
六
七
二
）

〇
土
地
収
用
法
の
規
定
に
基
づ
き
事
業
の
認

定
を
し
た
件（
関
東
地
方
整
備
局
二
五
四
）

〔
国
会
事
項
〕

Q

〔
人
事
異
動
〕

文
部
科
学
省

静
岡
県

三
重
県

大
阪
府

J
I

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

J
I

〔
皇
室
事
項
〕

J
J

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

登
録
小
型
船
舶
教
習
所
の
登
録
事
項
の
変
更

に
関
す
る
公
示
（
国
土
交
通
省
）

J
J

登
録
小
型
船
舶
教
習
所
の
登
録
事
項
の
変
更

に
関
す
る
公
示
（
東
北
運
輸
局
、
中
部
同
）

J
J

〔
資

料
〕

閣
議
決
定
等
事
項

J
K

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁押

収
物
還
付
関
係

J
K

裁
判
所

相
続
、
失
踪
、
除
権
決
定
、
破
産
、免
責
、

特
別
清
算
、
再
生
関
係

J
L

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
関
係

K
P

会
社
そ
の
他

K
Q

˜
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